
舞 監 第 26 号

令 和 4 年 10 月 27 日

舞鶴市議会議長　山本　治兵衛　様

舞鶴市監査委員 　小谷　繁雄

舞鶴市監査委員 　瀬野　淳郎

一般会計

特別会計

　　その他

（２） 実施場所及び日程　監査委員事務局　令和4年9月28日

（３） 実施内容及び着眼点

（４） 結果及び意見

（１） 対　象　水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計

令和4年9月21日（水道事業会計、下水道事業会計）

令和4年9月26日（病院事業会計）

（３） 実施内容及び着眼点

（４） 結果及び意見

２　公営企業会計

（　公　印　省　略　）

例月現金出納検査結果報告（令和4年度7月分）

　地方自治法第235条の2第1項の規定により、令和4年度7月分の現金出納検査を、舞鶴市監査
基準に関する規程に基づき実施したので、同条第3項の規定によりその検査結果を提出する。

記

１　一般会計及び特別会計

（１）対　象

国民健康保険事業、貯木事業、駐車場事業、介護保険事業及び
後期高齢者医療事業

繰越明許費、事故繰越、歳入歳出外現金及び基金

　　　検査は、会計管理者所管の歳入簿、歳出簿、その他諸帳簿、証書、証票及び
　　基金保管金調書並びに指定金融機関の公金現在高報告書により計数を照合する
　　等の方法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。
 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。

（２） 実施場所及び日程　監査委員事務局

　　　検査は、各企業会計の総勘定元帳、補助簿、その他諸帳簿、証書、証票及び

　　試算表並びに出納取扱金融機関の預金残高証明書により計数を照合する等の方

　　法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。
 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。

３　各会計等収入支出の状況は、別紙のとおりである。



令和4年7月31日現在

１　一般会計及び特別会計

    （単位：円）

収   入   額 支   出   額 差   引   額

11,677,668,406 7,405,477,045 4,272,191,361

2,028,078,196 1,696,723,526 331,354,670

44,105 0 44,105

14,924,008 18,475,470 △ 3,551,462

2,811,146,614 2,090,380,905 720,765,709

6,187,611 210,823 5,976,788

252,311,059 142,264,731 110,046,328

一 般 会 計 139,598,000 249,620,222 △ 110,022,222

一 般 会 計 808,000 0 808,000

1,452,982,917 1,361,820,814 91,162,103

18,383,748,916 12,964,973,536 5,418,775,380

前 月 末 残 高 当  月  増  減 当 月 末 残 高

11,816,195,302 0 11,816,195,302

２　公営企業会計

（１）収益費用の状況

収     益 費     用 差   引   額

611,255,645 469,885,218 141,370,427

1,074,535,242 838,194,805 236,340,437

243,576,753 261,680,087 △ 18,103,334

前 月 末 残 高 当  月  増  減 当 月 末 残 高

277,738,593 0 277,738,593

1,031,318 0 1,031,318

駐 車 場 事 業 会 計

令和4年度　舞鶴市各会計等収入支出現計表

（１） 現金出納状況

会   計   別

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

貯 木 事 業 会 計

企　業　別

介 護 保 険 事 業 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ）

介 護 保 険 事 業 会 計
（ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ）

後期高齢者医療事業会計
繰越

明許費

事故
繰越

歳 入 歳 出 外 現 金

合        計

（２）基金の状況

区　　　　分

育 英 基 金 等 29 件

下 水 道 事 業 基 金

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

（２）基金の状況

区　　　　分

水 道 事 業 基 金


